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II 外国 文学の 『味』 —— 

岸 田國士 



この頃、 二三の 人が 新聞 や 雑誌 でかう いふ 議論 をし 

てゐ る。 

「外国 文学 を 味 はふ 場合、 その 国の 人が 味 は ひ 得る 味 

を、 外国人た る われ/ \ が 同じ やうに 味 はふ こと は不 

可能で ある」 

至極 尤もな 説で ある。 

多くの 人々 と 同様、 僕 も、 此の 問題に ついては 再三 

考へ た ことがある。 

然し、 問題 をもう 一 歩 進めて、 それならば 一 つの 作 

品 を、 甲の 人間が 味 は ひ 得る 如く、 乙の 人間が 味 は ひ 

得る か。 



更に、 問題 を 押し広めて、 それならば、 外国 文学 を 

味 はふた めに 何等の 準備 も 必要で ないか。 どの 程度 ま 

で 準備 を すれば 満足 だと 云 ひ 得る か。 

外国 文学な ど 味 はふ 必要 はない とい ふ 徹底的な 態度 

に 出られなければ、 つまり、 外国 文学 を 味 は ひたいと 

いふ 欲望が あれば、 どうい ふ 味 は ひ 方が できれば ぃゝ 

のか。 

その 国の 人間が 味 は ひ 得る 味 を その ま、 味 はふ こと 

がで きなければ、 その 作品 を 味 はった と 云 ひ 得る か。 

勿論、 理想に 於て y ある。 

その 味が、 つまり、 作品の 芸術的 価値 を 全部で はな 



ない 味」 なる もの 味 は ひ 得ぬ 悲し さに、 そんな ものが 

ある こと さへ 露知らず、 「味の ない 文学」 「味の 抜けた 

戯曲」 を 書き/^、 日本 現代劇 はこれ だと、 見得 を 切 

つた。 

「自分の もの」 を 作る ために、 外国 文学 を 研究す るな 

ら、 「われく 日本人に はわから ない 味」 が ある こと を 

発見して、 つまらない 力み 方な どせ ずに、 折角、 それ 

まで 気がついたなら、 もう 一 歩 踏み込んで、 その 「味」 

がわ かる やうに 努めたら どうか。 

イプセン はもう 古いな どゝ いふ 人間のう ちで、 ィプ 



しゃう がない。 

眼に 一 丁字な きもの、 為め に、 パスカルの 言 も巿役 

所の 標語 も 何等 異なる 処 はない。 中学 卒業 程度の 語学 

力で は シェイク スピ ィャの 文章 も 斎 藤 某の 文章 も 何等 

異なる 処は あるまい。 大学卒 業 程度の 語学力なら、 そ 

れ くら ゐ はわ かる だら う。 既に 進歩で ある。 

外国 文学 を 味 ふの は、 勿論 語学力 だけで は 駄目で あ 

る。 第一 に その 国民の 生活 を識る ことで ある。 識 るば 

かリ では 駄目で ある、 やはり 生活から 味 はって 行かな 

けれ ま。 

それにしても、 それ は 決して 不可能な ことで はない _ 
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